
＜2006 年 千葉大学環境健康フィールド科学センター 研究業績＞ 
 
 
1. 研究論文・短報 
  
深田秀樹・櫻井健一・松野義晴・持田陽司・小宮山政敏・戸髙恵美子・武城英明・齋藤 康・森 千里： 
コレスチミドによる体内ダイオキシン及び PCB の低減．臨床環境医学，15: 35-40  
 
Ikegami, F., M. Sumino, Y. Fujii, T. Akiba, T. Satoh: Pharmacology and toxicology of Bupleurum 
root-containing Kampo medicines in clinical use. Human Experimental Toxicology, 25: 481-494  
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ン合成系の解析－市販品種の Hf1 遺伝子の起源－．園芸学会雑誌，75（別 1）: 177  
   
地野充時・大野賢二・平崎能郎・林 克美・笠原裕司・関矢信康・並木隆雄・喜多敏明・檜山幸孝・寺
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野生種の花の昼夜開閉運動－．園芸学会雑誌，75（別 2）: 299  
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山幸孝・寺澤捷年： 接触鍼法が有効であった変形性膝関節症の 2 症例．第 63 回日本東洋医学会関東甲

信越支部学術総会  
   
平崎能郎・地野充時・大野賢二・林 克美・笠原裕司・関矢信康・並木隆雄・喜多敏明・檜山幸孝・寺
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檜山幸孝・関矢信康・並木隆雄・笠原裕司・林 克美・地野充時・大野賢二・寺澤捷年・喜多敏明： 梔
子柏皮湯の適応徴候について．第 16 回漢方治療研究会  
   
池上文雄： 身近な薬草で育む健康．沼田市･千葉大学地域間交流シンポジウム～自然に根ざした食と健

康を考える～  
   



池上文雄： 千葉県の薬草の分布と利用～現代医療の中の生薬・漢方薬への活用に向けて～．平成 18 年

度東洋医学会千葉県部会学術講演会要旨集，pp. 4-10  
   
池上文雄： 生活習慣病と産婦人科疾患の漢方薬．千葉県薬種商協会第 4 回生涯学習研修会講演要旨，

pp. 1-4  
   
池上文雄： 地球は大きな薬箱．首都圏みどり系大学サテライト講座要旨集，pp. 1-2  
   
Ikegami, F., M. Sumino, T. Kita, T. Satoh: Pharmacology and toxicology of glycyrrhiza-containing 
Kampo medicines in clinical use. The 4th Intl. Congress of Asian Soc. Toxicol., Zhuhai, China. 
Chinese J. Pharmacol. Toxicol., 20: 166-167  
   
井上万里子・深田秀樹・小宮山政敏・戸髙恵美子・長田久夫・油谷浩幸・森 千里： ポリ塩化ビフェニ

ル（PCBs）および有機塩素系農薬の胎児暴露についての検討．第 9 回環境ホルモン学会（日本内分泌

撹乱化学物質学会）研究発表会  
   
石田夕子・渡辺 均・橘 大介・薬師寺圭・中村健二： 花による屋上緑化－用土厚の違いが灌水回数・

灌水量および地温に及ぼす影響－．園芸学会雑誌，75（別 1）: 216  
   
石井真由子・草間国子・山本誠人・須田篤博・草間 貞・池上文雄・渡辺和子： L-β-ODAP による初

代培養運動神経の [Ca2+]i 動態と細胞死．日本薬学会第 126 年会講演要旨，3: 132  
   
伊藤 隆・仙田昌子・山本佳乃子・鏡味 勝・斉藤康栄・青柳晴彦・喜多敏明： 心理テストによる証解

析の試み．第 23 回和漢医薬学会大会  
   
岩崎 晃・松原紀嘉・陳 素梅・山村里佳・児玉浩明・國分 尚・渡辺 均・安藤敏夫： 市販ペチュニ

ア品種のアントシアニン合成系の解析－市販品種における Fls 遺伝子の多型－．園芸学会雑誌，75（別

2）: 338  
   
金子光彦・渡辺 均・橘 大介・薬師寺圭・石田夕子・吉岡孝治： 屋上緑化向けグランドカバープラン

ツの評価．園芸学会雑誌，75（別 1）: 214  
   
笠原裕司・並木隆雄・関矢信康・地野充時・林 克美・檜山幸孝・大野賢二・寺澤捷年・平崎能郎・喜

多敏明： 随証治療が奏効した小児腹痛の１例．第 16 回漢方治療研究会  
   
笠原裕司・並木隆雄・関矢信康・地野充時・林 克美・檜山幸孝・大野賢二・寺澤捷年・平崎能郎・喜

多敏明： 香蘇散が奏効した噫気の 1 例．第 63 回日本東洋医学会関東甲信越支部学術総会  
   



笠原裕司・並木隆雄・関矢信康・地野充時・林 克美・大野賢二・寺澤捷年・喜多敏明・小暮敏明・巽 

武司： 茯苓四逆湯が奏効した MRSA 感染症の１例．第 56 回日本東洋医学会学術総会  
   
片倉直子・野田勝二・大釜敏正・小宮山政敏・本田彰子・根本敬子・喜多敏明・山本則子・石垣和子： 在
宅精神障害者への園芸作業と看護相談をとりいれた社会復帰支援プログラムの試み．園芸学会平成 18
年度秋季大会・園芸学雑誌，75（別 2）: 435  
   
喜多敏明： 東洋医学と園芸療法の融合．第１回北里大学農医連携シンポジウム－農・環境・医療の連携

を求めて－  
   
喜多敏明： 柴胡剤について．日本東洋医学会・専門医制度委員会主催学術講演会  
   
喜多敏明： 陰陽・虚実・気血水の病態．平成 18 年度千葉大学大学院薬学研究院・薬友会「卒後教育研

修講座」  
   
喜多敏明： 精神症状に対する漢方治療 －証の心理的側面を捉える－．第 57 回日本東洋医学会学術総

会（シンポジウム）  
   
喜多敏明： 漢方医学への提言とまとめ －コンテクストからみた漢方理論－．第 56 回日本東洋医学会

学術総会（教育講演）  
   
喜多敏明・飯箸泰宏・形井秀一： 健康増進サービスのための未病者 QOL 測定サイトの開発．平成 17
年度「ちば産学官連携健康づくり推進事業」成果発表会合同フォーラム  
   
喜多敏明： 心理テストによる証解析の試み．第 23 回和漢医薬学会大会  
   
喜多敏明： 五臓論．日本東洋医学会平成 18 年度専門医試験受験者対象の特別研修会  
   
喜多敏明： 明日から使える実地医家のための漢方講座（入門編） 第１回「消化器疾患編」．柏市医師

会学術講演会  
   
喜多敏明： ストレス疾患に対する漢方薬処方のこつ．第 63 回日本東洋医学会関東甲信越支部学術総会

（特別講演）  
   
喜多敏明： 明日から使える実地医家のための漢方講座（入門編） 第 2 回「呼吸器疾患編」．柏市医

師会学術講演会  
   
喜多敏明： 漢方受療者の QOL 低下タイプ分類と東洋型未病対策への活用．第 12 回日本未病システム



学会大会  
   
喜多敏明・形井秀一： 未病者 QOL タイプ分類の作成と有用性の検証．第 13 回日本未病システム学会

大会  
   
喜多敏明・角野めぐみ・檜山幸孝・並木隆雄・関矢信康・笠原裕司・地野充時・林克美・平崎能郎・大

野賢二・寺澤捷年： 腹部膨満感に?帰調血飲が奏効した二例．第 16 回漢方治療研究会  
   
喜多敏明・角野めぐみ・大野賢二・川嶋裕子・並木隆雄・関矢信康・地野充時・寺澤捷年： 漢方治療と

健康関連 QOL（1）－気虚・気鬱の重症度に関する検討－．第 56 回日本東洋医学会学術総会  
   
國分 尚・渡辺 均・安藤敏夫： オタネニンジン栽培の効率化に関する研究 オタネニンジンの光合成特

性．園芸学会雑誌，75（別 2）: 169  
   
草間国子・曲尾佳織・中茎美紀子・西前好正・須田篤博・池上文雄・草間 貞・渡辺和子： L-β-ODAP
投与連続投与ラット脊髄における変化の定量解析．日本薬学会第 126 年会講演要旨，3: 133  
   
Miwa, M., S. Yahata, H. Ohara, K.Ohkawa , H. Matsui: Effects of applications of gibberellins 
combined with forchlorfenuron （CPPU） on induction of seedless fruit and development in triploid 
loquat. 10th Intl. Sympo. on Plant Bioregulators in Fuit Production, Abst: 59  
   
Miwa, M., S. Yahata, H. Ohara, K.Ohkawa, H. Matsui: Endogenous gibberellin-induced 
parthenocarpy in triploid loquat. 27th Intl. Hortic. Congress & Exhibition, Abst: 310  
   
宮宗秀伸・門田朋子・松野義晴・小宮山政敏・太田昌彦・穴原玲子・高島杏佳・川城由紀子・森 千里： 
千葉大学における大学院医学修士学生に対する解剖学教育の試み．第 111 回日本解剖学会総会・全国学

術集会  
   
持田陽司・深田秀樹・戸髙恵美子・松野義晴・山浦真弓・小川二美代・安井悦子・森 千里： 臨床環境

医学において必要となる専門家と一般の方との架け橋．第 15 回日本臨床環境医学総会  
   
森 千里・井上万里子・深田秀樹・小宮山政敏・戸髙恵美子・長田久夫・油谷浩幸： 臍帯を用いたヒト

胎児の化学物質複合汚染の影響評価法の開発について：化学物質曝露状況と遺伝子発現に関する双子を

用いた検討．第 6 回分子予防環境医学研究会  
   
Mori, C., E. Todaka: The necessity to establish and propagate the contamination level check to 
protect the future generations - by the levels of PCBs and mercury. Health risk management for 
environment and labour  



   
森 千里・戸髙恵美子・深田秀樹・松野義晴・中岡宏子： 環境ユニバーサルデザインの提唱「ケミレス

タウン・プロジェクト」の取り組み．第 15 回日本臨床環境医学総会  
   
森 千里・戸髙恵美子・中岡宏子・渡辺久美子： 健康に影響する環境負荷低減による持続可能な社会の

実現：未来世代のための街づくり「ケミレスタウン（化学物質削減を目指した街）・プロジェクト」．

IR3S 国際シンポジウム「調和社会と持続可能な発展」  
   
並木隆雄・大野賢二・平崎能郎・林 克美・地野充時・笠原裕司・関矢信康・喜多敏明・檜山幸孝・寺

澤捷年： 『方伎雑誌』における尾台榕堂の処方運用法の特徴．第 16 回漢方治療研究会  
   
並木隆雄・大野賢二・平崎能郎・林 克美・地野充時・笠原裕司・関矢信康・喜多敏明・檜山幸孝・寺

澤捷年： 西洋薬の使用困難により当帰湯エキス製剤でコントロールしている狭心症の 1 例．第 63 回日

本東洋医学会関東甲信越支部学術総会  
   
並木隆雄・関矢信康・笠原裕司・地野充時・林 克美・大野賢二・喜多敏明・寺澤捷年： 皮膚湿潤度の

客観化指標についての検討．第 56 回日本東洋医学会学術総会  
   
Ohara, H., M. Miwa, S. Yahata, K.Ohkawa, H. Matsui: Effects of different concentrations of GA3 in 
combination with or without CPPU on induction of seedless fruit set and development in triploid 
loquat. 10th Intl. Sympo. on Plant Bioregulators in Fuit Production, Abst: 60  
   
Ohara, H., M. Ungsa, K. Ohkawa, Y. Sugiyama, K. Yoshikawa, H. Matsui: Effect of ethychlozate in 
combination with ammonium nitrate on fruit thinning in 'Takabayashi-wase' Satsuma mandarin 
(Citrus unshu Marc.). 27th Intl. Hortic. Congress, Abst: 310  
   
Ohkawa, K., K. Tsuchiya, H. Ohara, H. Matsui: Effects of combined treatment of CPPU and GA on 
fruit characteristics of several Japanese pear cultivars. 27th Intl. Hortic. Congress, Abst: 308  
   
大川克哉・小原 均・北条壽一・久保田直樹・谷口誠浩・松井弘之： ニホンナシに対する MAE30 の摘

花効果．園芸学会雑誌，75(別 2): 158  
   
Ohmichi, K., M. Komiyama, Y. Matsuno, Y. Sawabe, H. Miyaso, E. Todaka, H. Fukata, M. Ohmichi, 
T. Kadota, F. Nomura, C. Mori: Measurement of blood IgE in individuals exposed to formaldehyde. 
Society of Toxicology 45th Annual Meeting  
   
大野賢二・鄭 和珍・丸山征郎・喜多敏明・寺澤捷年・谿 忠人： 血管内皮細胞傷害後の内膜肥厚病変

を予防する漢方方剤－防風通聖散を中心にして－．第 12 回日本未病システム学会大会  



   
大野賢二・喜多敏明・角野めぐみ・並木隆雄・関矢信康・笠原裕司・地野充時・寺澤捷年： 漢方治療と

健康関連 QOL（2）－治療効果と下位尺度との関係－．第 56 回日本東洋医学会学術総会  
   
齋藤洋平・岩崎 寛・喜多敏明・三島孔明・藤井英二郎： 関節リウマチ患者に対する園芸療法の効果に

関する研究．人間・植物関係学会 2006 年大会  
   
新藤 聡・渡辺 均・石井義久・石渡正紀・工藤章英・浦 康雄： 高圧ナトリウムランプの近接光照射

による花き栽培技術の開発．園芸学会雑誌，75（別 2）: 595  
   
角野めぐみ： 漢方調剤と服薬指導の実際－薬局の立場から－．平成 18 年度千葉大学大学院薬学研究院・

薬友会「卒後教育研修講座」  
   
角野めぐみ・喜多敏明・大野賢二・並木隆雄・関矢信康・笠原裕司・林 克美・寺澤捷年： 漢方治療と

健康関連 QOL（3）－日常役割機能に関する検討－．第 56 回日本東洋医学会学術総会  
   
Takashima-Sasaki, K., H. Fukata, C. Mori, M. Komiyama: The combined effect of isoflavone and E2 
on vaginal opening of female mice. Soc. of Toxicol. 45th Annual Meeting  
   
戸髙恵美子・深田秀樹・森 千里： 血中総 PCB 濃度を用いた未来世代のための環境予防医学確立の試

み ― 持続可能な健康社会を目指して．第 9 回環境ホルモン学会研究発表会  
   
Todaka, E., H. Nakaoka: What is sustainability science?  International Workshop on Sustainability 
Science and Environmental Health  
   
Todaka, E., N. Omori, C. Mori: The establishment of environmental preventive medicine to protect 
future generations, using the data of PCBs in human blood. The fourth PCB Workshop Recent 
Advances in the Environmental Toxicology and Health Effects of PDBs  
   
渡辺 均・安藤敏夫・町田 誠・G. Hashimoto・E. Marchesi・E. Suarez： ペチュニアと近縁属の遺

伝資源解析 ペチュニア野生種の種子休眠と休眠打破法．園芸学会雑誌，75（別 1）: 176  
   
Yamazaki, K., T. Adachi, K. Sato, Y. Yanagisawa, H. Fukata, N. Seki, C. Mori, M. Komiyama: 
Identification and characterization of novel and unknown genes and effects of neonatal 
diethylstilbestrol treatment on these genes expression levels in mouse epididymis. Soc. of Toxicol. 
45th Annual Meeting  
   
柳澤佑太・山崎康司・森 千里・小宮山政敏： 新生仔期 diethylstilbestrol 曝露がマウス精巣上体のア



クアポリンの遺伝子発現に及ぼす影響．第 25 回日本アンドロロジー学会総会  
   
柳澤佑太・山崎康司・森 千里・小宮山政敏： 新生仔期 diethylstilbestrol 曝露がマウス精巣上体にお

けるアクアポリンの発現に与える影響．第 21 回日本生殖免疫学会総会･学術集会  
   
Yanagisawa, Y., K. Yamazaki, C. Mori, M. Komiyama: Effects of neonatal exposure to 
diethylstilbestrol on aquaporin gene expression levels in mouse epididymis. Soc. of Toxicol. 45th 
Annual Meeting  
   
Yoshino, N., K. Kusama-Eguchi, A. Negishi, A. Suda, F. Ikegami, K. Watanabe: Role of 
sulfur-containing amino acids on the neurotoxicity of L-β-ODAP, the causative amino acid of human 
neurolathyrism contained in Lathyrus sativus L. (grass pea). The 18th Japan-Korea Joint Seminar 
on Pharmacology. 

 
7. 計画・設計 
   なし 

 
8. 特許 
   なし 

 
9. その他 
  
池上文雄： 健康な生活に生かすハーブ．浦安市美浜公民館公開講座  
   
池上文雄： 身近な薬草と健康．流山市ゆうゆう大学講座  
   
池上文雄： 続・植物に学ぶ健康．第 29 回環境健康講演会  
   
池上文雄： 草木は病を治す．第 2 回千葉サプリメント医療薬学研究会講演会  
   
池上文雄： 薬草ってなんだろう．第 9 回夏休み薬草教室  
   
池上文雄： 食生活の改善と薬草・生薬．平成 18 年度 SPP 沼田市教員研修講演会  
   
池上文雄： 自然が育む健康－身近な薬草・生薬－．柏市健康推進課健康講演会  
   
池上文雄： 薬用植物について．平成 18 年度千葉県高等学校教育研究会第 2 回研修会  
   



池上文雄： 身近な薬草と健康．千葉大学 柏北・柏西高校 高大連携事業講座  
   
池上文雄： 医食農同源のサイエンス．帝國製薬 Herbal Medicine Today  
   
池上文雄： 漢方エキス剤と臨床研究．帝國製薬 Herbal Medicine Today  
   
喜多敏明・飯箸泰宏・形井秀一： 健康増進サービスのための未病者 QOL 測定サイトの開発．平成 17
年度 千葉大学環境健康フィールド科学センター成果発表会  
   
喜多敏明： 東洋医学と健康まちづくり．第 32 回環境健康講演会  
   
喜多敏明： 東洋医学と健康まちづくり．千葉大学環境健康フィールド科学センター祭ミニ講演会  
   
喜多敏明： 女性の不定愁訴．第 8 回東京臨床漢話会  
   
喜多敏明： 『消化器疾患』の漢方治療．郡山漢方研究会  
   
喜多敏明： 心と体を診る東洋医学の匙加減．第 5 回 KAMPO EYES シンポジウム 実地臨床分科会講

演会  
   
喜多敏明： 『運動器疾患』の漢方治療．郡山漢方研究会  
   
喜多敏明： 五臓論の新展開 －科学的漢方研究のヒント－．杏林東洋医学研究会（特別講演）  
   
喜多敏明： 腰痛，関節痛に対する漢方治療．昭和大学第 60 回東洋医学研究会  
   
喜多敏明： 『呼吸器疾患』の漢方治療．郡山漢方研究会  
   
喜多敏明： ストレスと漢方／冬に使える漢方薬．水戸漢方入門セミナー  
   
Kita, T.：  Combining Oriental medicine with horticultural therapy．Newsletter: Agriculture, 
environment, and medicine，No.18，23-25  
   
喜多敏明： 柏の葉診療所の東洋医学と園芸療法．ビオシティ，35: 28-31  
   
喜多敏明： 医食農同源思想に基づく健康まちづくりについて．「地域資源を活用した健康療法（健康増

進プログラム）」に係る勉強会  
   



喜多敏明： QOL と未病．Herbal Medicine Today  
   
松本 毅： ツボと健康．千葉大学環境健康フィールド科学センター祭ミニ講演会  
   
小原 均・三輪正幸： 平成 18 年度千葉県内果樹関係成績検討会．検討会資料：24-25  
   
徳山郁夫： 「コミュニケーションからライフスタイルを考える」みんなと学ぶ自己発見⑥文化との出逢

い，環境健康講演会特別シリーズ  
   
徳山郁夫： 「コミュニケーションからライフスタイルを考える」みんなと学ぶ自己発見⑦ハラハラ・ド

キドキ（"想定外"との出逢い），環境健康講演会特別シリーズ  
   
徳山郁夫・林 寿夫： 「コミュニケーションからライフスタイルを考える」みんなと学ぶ自己発見⑧体

験学習，環境健康講演会特別シリーズ  
   
徳山郁夫： 「コミュニケーションからライフスタイルを考える」みんなと学ぶ自己発見⑨Be Here，環

境健康講演会特別シリーズ  
   
徳山郁夫： 「コミュニケーションからライフスタイルを考える」みんなと学ぶ自己発見⑩あなたは誰？

どこから来たの？そして、どこへ行くの？，環境健康講演会特別シリーズ  
   
徳山郁夫： 「コミュニケーションからライフスタイルを考える」みんなと学ぶ自己発見⑪健康とコミュ

ニケーション，環境健康講演会特別シリーズ  
   
徳山郁夫： 「コミュニケーションからライフスタイルを考える」みんなと学ぶ自己発見⑫答はからだの

なかにある，環境健康講演会特別シリーズ  
   
徳山郁夫： 大人の遊び時間．千葉大学環境健康フィールド科学センター祭ミニ講演会  
   
徳山郁夫： 「"まちの元気"とコミュニケーション」①現代社会の課題とコミュニケーション，環境健康

講演会特別シリーズ  
   
徳山郁夫： 「"まちの元気"とコミュニケーション」②生涯学習のまち，環境健康講演会特別シリーズ  
   
徳山郁夫： 「"まちの元気"とコミュニケーション」③創造性のエネルギー，環境健康講演会特別シリー

ズ  
   
徳山郁夫： 「"まちの元気"とコミュニケーション」④文化と街，環境健康講演会特別シリーズ  



   
塚越 覚： 養液栽培"超"入門，第 30 回環境健康講演会  
   
渡辺 均： 屋上・壁面を植物で飾る．千葉大学環境健康フィールド科学センター祭ミニ講演会 
 


